
わが家の「防災・緊急情報」メモ

災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況になった場合に提供が
開始される「声の伝言板」です。

災害用伝言ダイヤルの使い方
災害用伝言ダイヤルとは？

非常時・緊急時に連絡してほしい方や、利用してもらいたいわが家の情報です。
災害時に救助の方や、緊急時に救急隊・医療機関・町などに情報を提供します。

｢ 171 ｣をダイヤルし、音声ガイダンスに従って伝言の録音、再生を行って下さい。
伝言の録音（暗証番号なし）

伝言の再生（暗証番号なし）

伝言の録音（暗証番号あり）

伝言の再生（暗証番号あり）

｢ 171 ｣ → ｢ 1 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →
｢ 171 ｣ → ｢ 2 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →
｢ 171 ｣ → ｢ 3 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →
｢ 171 ｣ → ｢ 4 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →

伝言ダイヤルセンター

に接続します。
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※書ききれなかった内容や、知ってほしい情報（介護情報・救急隊員への伝言など）をお書きください。【メモ】
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　近年、全国各地においてこれまで経験したことのないような自然災害が発生
しており、自然の怖さを改めて思い知らされております。
　令和2年7月豪雨では、7月3日から4日にかけて線状降水帯が発生して降り続
いた雨は、本町においても2日間で447ミリの降水量を観測し、球磨川と川辺
川、鳩胸川が合流する付近ではバックウォーターにより氾濫。小纚川付近では、
堤防を越流した濁流が、くま川鉄道を越え、肥後西村駅周辺住宅を襲い、その勢
いは、上流にある浜川地区や上下十日市地区、由留木地区などに迫り、多くの家
屋が浸水しました。町全体では、床上68戸、床下76戸の住宅浸水被害をはじめ、道路、林道、河川、農地の冠
水など激甚的な被害を受けました。
　幸いにしてこの大雨によって人命を奪われるまでの人的被害はなかったものの、今後本町においても、人
命を脅かすほどの自然災害に見舞われるかわかりません。
　自分の命は自分で守る。自然の猛威をなくすことは不可能であり、今後も自然災害から身を守るために、
日頃からの備えと早めの避難が大切です。
　今回、町民の皆さまが災害時に的確な避難行動をとるための一助として、新たな『錦町総合防災マップ』を
作成しましたので、ご家族や自主防災組織のなかでこの防災マップをしっかりとご活用いただき、平時から
の心の準備と防災対策や防災用具等の備えに対し、万全を期していただきますようお願いいたします。

町民の皆様へ
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令和3年3月
錦町長　森本　完一
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～自分の命は自分で守る～


